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㸵㸬� ヲ⣽ㄪᰝⅢ（放射性≀㉁のᣲືをண測するためのㄪᰝ） 
7.1.� 森林ෆにࡅ࠾るⴠ葉の放射性セシウム濃度の変ືศᯒ 

 

（㸯）┠的 

෭ ᖏの୺せ࡞森林の放射性セシウムᚠ⎔㔞のᢕᥱに㈨するため、リターフ࢛ール୰の

ⴠ葉の放射性セシウムືែをᢕᥱする。ࡑのために、福島┴ᕝෆᮧに࠾いて、୺せ㐀林ᶞ種

で࠶るࢫギ林にリタートラࣉࢵをタ⨨し、ࡑのⴠ葉にࡘいて放射性セシウム濃度の測定を

2019 年度ࡽ࠿開ጞした。௒年度は新たにᕝෆᮧෆのア࢝マツ林とコࢼラ林にࡶリタートラ

 。の放射性セシウム⛣ື㔞をᢕᥱした࡬るᆅ表ࡼギ林ྠᵝにⴠ葉にࢫ、をタ⨨しࣉࢵ

 

（㸰）ㄪᰝᆅとㄪᰝ᪉ἲ 

１）スギ林 

2020 年 5 月୰᪪に三ツ石ཬࡧ金山ヨ㦂ᆅにཷ㠃✚ 0.5m2 のリタートラࣉࢵを 6 個ࡘࡎタ

定した。ᅇ཰はẖ月⾜い、ෆᐜ≀をࢫギ㔪葉、ࢫギ௨እの葉、ࢫギᯞ、ࢫギ௨እのᯞ、ࡑの

௚、の 5 たࡄる◚ᦆを㜵ࡼは෤Ꮨの✚㞷にࣉࢵに༊ศし஝⇱㔜㔞を計測した。リタートラࡘ

め、᫖年度の᭱⤊ᅇ཰（2020 年 1 月）後にトラࣉࢵをᆅ㠃にఅࡃ⨨ࡏᥐ⨨をした。測定開

ጞࡲでの期間（2020 年 1 月ࡽ࠿ 5 月ࡲ 4 ࣨ月間）のリター㔞は、ᆅ㠃に⨨いたトラࣉࢵෆ

に࠶るヨᩱをᅇ཰し、㔜㔞のࡳを計測した。௒年度のᅇ཰は 9 月ࡲでの計 4 ᅇとࡗ࡞てい

る。 

放射性セシウム濃度は、月ごとのศᯒとはࡎࡏ、ᅇ཰した඲ 4 ᅇのヨᩱをࡲとめて 1 ࡘ

のヨᩱとして๓ฎ⌮を⾜ࡗてศᯒに౪した。᫖年度ྠᵝにࢫギ㔪葉とࢫギ௨እの葉の 2 ࡘ

の༊ศにࡘいては、トラࣉࢵごとに集⣙してศᯒを⾜ࡗたࢀࡑ、ࡀ௨እの 3 いࡘの༊ศにࡘ

ては、ヨ㦂ᆅごとの集⣙とした。ࡽࢀࡇヨᩱを⤯஝後に⢊○してマリࢿリᐜჾ 0.7 L（ࢫギ

ᯞの一㒊は U-8 ᐜჾ）に඘てࢇし、ࢤルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾにࡼる࢞ンマ線ࢡ࣌ࢫトࣟ

࣓トリἲを用いて、放射性セシウム（Cs-134 ཬࡧ Cs-137）濃度を測定した。 

２）アカマツ林と落葉広葉樹林 

2020 年 5 月୰᪪に㤋山ᅜ᭷林ෆのア࢝マツ林（௨ୗ、ア࢝マツ林とする）と三ツ石ᅜ᭷

林ෆのコࢼラ林（௨ୗ、コࢼラ林とする）にࢫࢀࡒࢀࡑギ林で౑用しているࡶのとྠᆺのリ

タートラࣉࢵを 6 個ࡘࡎタ定した。ᅇ཰はẖ月⾜い、ア࢝マツ林では、ෆᐜ≀をア࢝マツ㔪

葉、ア࢝マツ௨እの葉、ᯞ（ア࢝マツとࢀࡑ௨እのᶞ種を一ᣓ）、ࡑの௚、の 4 に༊ศしࡘ

た。コࢼラ林では、コࢼラをྵࡴᗈ葉ᶞのⴠ葉を一ᣓしてࠕᗈ葉ᶞ葉ࠖとした௚は、ࠕᯞࠖ

とࡑࠕの௚ࠖに༊ศし、஝⇱㔜㔞を計測した。ᅇ཰は 9 月ࡲでの計 4 ᅇとࡗ࡞ている。放射

性セシウム濃度は、ࢫギ林ྠᵝに月ごとのศᯒとはࡎࡏ、ᅇ཰した඲ 4 ᅇのヨᩱをࡲとめて

1 マツ࢝マツ㔪葉とア࢝マツ林では、ア࢝てศᯒに౪した。アࡗ⾜のヨᩱとして๓ฎ⌮をࡘ

௨እの葉（ア࢝マツ林ෆにΰ஺するᗈ葉ᶞ⏤᮶の葉）の 2 ごとࣉࢵいて、トラࡘの༊ศにࡘ

に集⣙してศᯒを⾜ࡗたࢀࡑ、ࡀ௨እの 2 の௚ࡑࠕᯞࠖとࠕ）の༊ศࡘ ）ࠖにࡘいては、ヨ㦂
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ᆅごとの集⣙とした。ࡽࢀࡇヨᩱを⤯஝後に⢊○してマリࢿリᐜჾ 0.7 L（ࢫギᯞの一㒊は

U-8 ᐜჾ）に඘てࢇし、ࢤルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾにࡼる࢞ンマ線ࢡ࣌ࢫト࣓ࣟトリἲを用

いて、放射性セシウム（Cs-134 ཬࡧ Cs-137）濃度を測定した。 

 

（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

１）スギ林 

a）測定 1 年目の傾向 

2019 年 5 月ࡽ࠿ 2020 年 5 月ࡲでの 1 年間のリターフ࢛ール㔞は、三ツ石ヨ㦂ᆅで 774.2 

g/m2、金山ヨ㦂ᆅで 581.5 g/m2 でࡗ࠶た。୧ヨ㦂ᆅとࡶにࢫギ㔪葉のⴠୗ㔞ࡶ᭱ࡀ大ࡗ࠿ࡁ

た。放射性セシウム濃度はศ㢮した༊ศごとに大ࡗ࡞␗ࡃࡁてࡾ࠾、ð ࡲྵࡀ࡝࡞果⌫ࡸ⓶

ギの㔪葉の放射性セシウム濃度は、୧ヨ㦂ࢫ。㧗い್を示したࡶの௚ࠖの༊ศで᭱ࡑࠕるࢀ

ᆅとࡶにリターフ࢛ールの⏬ศの୰で᭱ࡶపࡗ࠿た（表 ール࢛の結果、リターフࡑ。（1-.7.1

㔞に༨める㔜㔞๭ྜࡀ㧗いにࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ、濃度ࡀపࡗ࠿たため、ࢫギの㔪葉にࡼる放射性

セシウムⴠୗ㔞（三ツ石ࡀ 212 Bq/m2、金山ࡀ 283 Bq/m2）は、リターフ࢛ールにࡼる放射性

セシウムⴠୗ㔞඲体の 5～10㸣⛬度とᑡࡗ࠿࡞た（表 7.1.-1）。 

 

表 7.1.-1� 三ツ石ヨ㦂ᆅと金山ヨ㦂ᆅのࢫギ林リターフ࢛ール㔞と放射性セシウムのⴠୗ㔞

（1 年┠） 

 

ᅇ཰は 2019 年 5 月ࡽ࠿ 2020 年 5 月ࡲでの 1 年間でࢵ࢝、ࡾ࠶コෆの数್はᶆ‽೫ᕪを表す。 
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b）測定 2 年目の傾向  

計測 2 年┠と࡞る、2020 年 5 月ࡽ࠿ 9 月ࡲでの 4 ࣨ月間のリターフ࢛ール㔞は、三ツ石

ヨ㦂ᆅで 75.9 g/m2、金山ヨ㦂ᆅで 29.1g/m2 でࡗ࠶た。୧ヨ㦂ᆅとࡶにࢫギ௨እの葉のⴠୗ

㔞ࡶ᭱ࡀ大ࡗ࠿ࡁたࢀࡇ、ࡀは集計結果ࡀ 9 月ࡲでのࡶのでࢫ、ࡾ࠶ギのⴠ葉のࣆーࡲࡀࢡ

࡞␗ࡃࡁとに㉳ᅉする。放射性セシウム濃度はศ㢮した༊ศごとに大ࡇい࡞ていࢀࡲྵࡔ

のഴྥࡇ、ࡾ࠾㧗い್を示しࡶの௚ࠖの༊ศで᭱ࡑࠕるࢀࡲྵࡀ࡝࡞果⌫ࡸ⓶ᶞ、ࡾ࠾てࡗ

は 1 年┠の結果と変ࡗ࠿࡞ࡾࢃた。ࢫギの㔪葉の放射性セシウム濃度は、୧ヨ㦂ᆅとࡶにࢫ

ギ௨እの葉ࡸᯞに比࡭てࡶపい್を示していた（表 7.1.-2）。リターフ࢛ール㔞に༨める㔜

㔞๭ྜࡀపࡃ、濃度ࡀపࡗ࠿たため、ࢫギの㔪葉にࡼる放射性セシウムⴠୗ㔞（三ツ石ࡀ 15 

Bq/m2、金山ࡀ 6 Bq/m2）は、リターフ࢛ールにࡼる放射性セシウムⴠୗ㔞඲体の 2㸣⛬度で

た（表ࡗ࠿࡞ᑡࡾ࠶ の್はࡇ。（2-.7.1 1 年┠の್に比࡭てᴟめてᑡ࡞い್にࡗ࡞ているࡀ、

11）ࢡーࣆギのⴠ葉のࢫ 月௨㝆）ࡀᅇ཰期間にྵࢀࡲてい࡞いࡇとࡀᙳ㡪しているࡶのと

 。るࢀࡽ࠼⪄

 

表 7.1.-2� 三ツ石ヨ㦂ᆅと金山ヨ㦂ᆅのࢫギ林リターフ࢛ール㔞と放射性セシウムのⴠୗ㔞

（2 年┠） 

 

ᅇ཰は 2020 年 5 月ࡽ࠿ 9 月ࡲでの 4 ࣨ月間でࢵ࢝、ࡾ࠶コෆの数್はᶆ‽೫ᕪを表す。 
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1 年┠の放射性セシウムⴠୗ㔞（表 7.1.-1）を用いて、森林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞

（三ツ石ヨ㦂ᆅࡀ 660,000 Bq/m2、金山ヨ㦂ᆅࡀ 275,000 Bq/m2）に対するࢫギ㔪葉の放射性

セシウムⴠୗ㔞の๭ྜを求めると、三ツ石では 0.032㸣、金山では 0.103㸣でࡾ࠶、金山の᪉

ࡶࡾࡼ三ツ石ࡀ 3.2 ಸ⛬度大ࡗ࠿ࡁた。すࡕࢃ࡞、森林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞のᑡ࡞

い金山ヨ㦂ᆅの᪉ࡀ、ⴠ葉を௓してのᚠ⎔㔞ࡀ大ࡁいഴྥにࡗ࠶た。 

 

２）アカマツ林と落葉広葉樹林 

2020 年 5 月ࡽ࠿ 9 月ࡲでの 4 ࣨ月間のリターフ࢛ール㔞は、ア࢝マツ林で 110.3 g/m2、コ

ラ林でࢼ 107.4 g/m2 でࡗ࠶た。୧ヨ㦂ᆅとࡶに集計結果ࡀ 9 月ࡲでのࡶのでࡾ࠶、ⴠ葉ᗈ葉

ᶞのⴠୗ㔞のࣆーࢡをࡔࡲ㏄࠼てい࡞いࡇとࡽ࠿、年࠶たࡾの㔞はࡽࡉにቑ࠼るࡇとに࡞

る。ア࢝マツ林では、ア࢝マツ㔪葉とア࢝マツ௨እの葉の放射性セシウム濃度に大࡞ࡁᕪࡀ

ぢࢀࡽたࢫ、ࡀギ林でྠࡶᵝのഴྥぢࢀࡽた。୧㔪葉ᶞ林とࡶ、᳜᱂ᶞ種௨እの葉（ࢫࠕギ

௨እの葉 とࠖࠕア࢝マツ௨እの葉 ）ࠖは林ศෆにΰ஺するᗈ葉ᶞで࡯と࡝ࢇ༨めࢀࡽてࡾ࠾、

࠼⪄ࡶて㔪葉ᶞの葉の放射性セシウム濃度は┦対的にపいと࡭ᗈ葉ᶞに比、ࡽ࠿とࡇのࡇ

ࡇとでࡇ観測をする⥆⥅、ࡽ࠿とࡇる࠶ࡀ変ືࠎいては年ࡘ㔞にࡸる。一᪉で㣴ศ濃度ࢀࡽ

のഴྥのᏑᅾを᫂࠿ࡽにするࡇとࡀでࡁるで࠺ࢁ࠶。ア࢝マツ林ではア࢝マツ㔪葉にࡼる

放射性セシウムⴠୗ㔞はᗈ葉ᶞ葉にࡼるⴠୗ㔞の㸯๭⛬度（⣙ 13㸣）でࡾ࠶、放射性セシ

ウムⴠୗ㔞඲体に༨める๭ྜࡶపࡗ࠿た（表 7.1.-3）。一᪉、コࢼラ林では、ᗈ葉ᶞ葉のⴠୗ

㔞ࡀ඲体㔞に༨める๭ྜࡀ㧗いഴྥにࡗ࠶た。 

௒年度ࡽ࠶、ࡾࡼたにア࢝マツ林とコࢼラ林をຍ࠼たࡇとにࡗࡼて、森林タイࣉの違いに

࡞では࡝࡯た。ⴠ葉㔞は種Ꮚ㔞ࡗ࡞に⬟ྍࡀとࡇる放射性セシウムの㑏元㔞を比㍑するࡼ

いࡀ、年ࠎ変ືするࡇとࡑ、ࡽ࠿の違いࡀ放射性セシウムの濃度ࡸ㔞に཯ᫎࢀࡉるྍ⬟性ࡶ

 。る࠶ᚲせでࡀる⥅⥆観測࡞᭦ࡶࡽ࠿とࡇのࡇ。る࠶
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表 7.1.-3� ア࢝マツ林とコࢼラ林のリターフ࢛ール㔞と放射性セシウムのⴠୗ㔞 

 

ᅇ཰は 2020 年 5 月ࡽ࠿ 9 月ࡲでの 4 ࣨ月間でࢵ࢝、ࡾ࠶コෆの数್はᶆ‽೫ᕪを表す。 
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7.2.� ᶞᮌ࿘㎶ᅵተにࡅ࠾る放射性セシウムศᕸ≉性のゎᯒ 

 

（㸯）┠的 

ᶞᮌ࿘㎶ᅵተに࠾いては、ᶞᖿὶにࡾࡼ放射性セシウムࡀᅵተ῝㒊ࡲで⛣ືするࡇとࡀ

᫂࠿ࡽにࡗ࡞てࡁた。たࡔし、ð ᮌ࡬の放射性セシウムの྾཰を⪃࠼たሙྜ、୺にᅵተ⢏Ꮚ

に྾╔した放射性セシウムの⥲㔞ࡅࡔでࡃ࡞、ᶞᮌの᰿にࡗࡼて྾཰ࡸࢀࡉすい஺᥮ែの

放射性セシウムのᏑᅾ㔞をᢕᥱするࡇとࡀᚲせと࡞る。ࡇࡑで、ࢫギとコࢼラのᶞᮌ࿘㎶ᅵ

ተにࡅ࠾る஺᥮ែの放射性セシウムの㖄直ศᕸ≧ἣを᫂࠿ࡽにするࡇとを┠的とする。 

 

（㸰）᪉ἲ 

ᅵተ୰の஺᥮ែの放射性セシウムの測定には、2019 年 6 月 12 ᪥ࡽ࠿ 13 ᪥にࡅ࠿てᕝෆ

ᮧ三ツ石のࢫギ林とコࢼラ林で採取した、ࢫギ 4 ᮏ、コࢼラ 4 ᮏのᶞᮌ直ୗの東す༡໭ 4 ᪉

఩のᅵተコアヨᩱとⴠ葉ᒙヨᩱを用いた。ᅵተコアヨᩱは、0–5 cm、5–10 cm、10 cm ௨῝に

ศ๭ࢀࡉている。ⴠ葉ᒙ 4 g、㖔㉁ᅵተ 8 g を 100 mL 㐲ỿ⟶にとࡾ、㸯M 㓑㓟アンモࢽウ

ム⁐ᾮ 80 mL をຍ࠼、᣺と࠺ᶵで 2 ᫬間Ỉᖹ᣺と࠺した。ࡑの後、10 ศ間㐲ᚰศ㞳をし、

ᾮをࡳ⃈ୖ 0.45 μm ࣓ンブレンフ࢕ルターで྾引ࢁ㐣し、஺᥮ែᢳฟ⁐ᾮを作成した。஺᥮

ែᢳฟ⁐ᾮはࢤルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾにࡼる࢞ンマ線ࢡ࣌ࢫト࣓ࣟトリἲを用いて、放

射性セシウム（Cs-137）濃度を測定した。 

 

（㸱）結果と⪃察 

� る、ᶞᮌ࿘㎶ࡅ࠾ギ林にࢫ 4 ᪉఩のᅵተ୰にࡅ࠾る῝度ูの⥲㔞と஺᥮ែの Cs-137 ⵳✚

㔞を、図 7.2.-1 と図 7.2.-2 にࢀࡒࢀࡑ示した。ࡲた、コࢼラ林にࡅ࠾る、ᶞᮌ࿘㎶ 4 ᪉఩に

る⥲㔞と஺᥮ែのࡅ࠾ Cs-137 ⵳✚㔞を、図 7.2.-3 と図 7.2.-4 にࢀࡒࢀࡑ示した。Cs-137 の

⥲㔞に༨める஺᥮ែの๭ྜは、ࢫギ林のⴠ葉ᒙで 0.12㸣±0.06㸣、㖔㉁ᅵተᒙで 0.45㸣±0.23㸣、

コࢼラ林のⴠ葉ᒙで 0.14㸣±0.18㸣、㖔㉁ᅵተᒙで 0.44㸣±0.26㸣でࡗ࠶た。Manaka et al.（2019）

はྠじࢫギ林、コࢼラ林のᶞᮌࡽ࠿㞳ࢀたሙᡤに࠾いて、2017 年᫬Ⅼのⴠ葉ᒙの⥲㔞に༨

める஺᥮ែの๭ྜは、ࢫギで 3.3㸣、コࢼラで 2.1㸣、㖔㉁ᅵተ表ᒙではࢫギで 3.1㸣、コࢼ

ラで 1.8㸣とሗ࿌している。ᶞᮌࡽ࠿㞳ࢀたሙᡤに比࡭、ᶞᮌ࿘㎶では一᱆⛬度ᑠࡉい್と

い࠼る。ᮏ研究では、2017 年ࡾࡼ᫬間ࡀ経㐣しているࡇとにຍ࠼、ᶞᮌの᰿⣔近ഐのᅵተ

を対㇟としているためᶞᮌ᰿にࡼる放射性セシウムの྾཰にࡾࡼ、஺᥮ែの放射性セシウ

ムの๭ྜࡀపࡗ࡞ࡃたと⪃ࢀࡽ࠼た。 

஺᥮ែの Cs-137 ⵳✚㔞の᪉఩、̔̀ 、ギࢫいてはᇶᮏ的には࠾のศᕸは、㖔㉁ᅵተᒙにูࡉ

コࢼラとࡶに⥲㔞の Cs-137 ⵳✚㔞のศᕸに近ࡗ࠿た。ࡾࡲࡘ、ᅵተ⢏Ꮚに྾╔している放

射性セシウムࡀከいሙᡤでは、ᶞᮌに྾ࡸࢀࢃすい஺᥮ែの放射性セシウムࡶከいࡇとを

ព࿡している。一᪉、ⴠ葉ᒙに࠾いては、コࢼラでは⥲㔞の Cs-137 ⵳✚㔞のศᕸと␗࡞る

ሙྜࡀぢࢀࡽた。ࢀࡇは、コࢼラのⴠ葉ᒙに྾╔している Cs-137 は、ᐜ᫆には஺᥮ែとし
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て⁐⬺し࡞いࡇとをព࿡している。ᅵተ῝㒊࡬の放射性セシウムの౪⤥にはᶞᖿὶにࡼる

ᙳ㡪ࢀࡽ࠼⪄ࡀる。ð ᖿὶにࡾࡼ放射性セシウムࡀ౪⤥ࢀࡉ、ᅵተ῝㒊の放射性セシウム濃

度ࡀ㧗ࡗ࡞ࡃたሙᡤでは஺᥮ែの放射性セシウムࡶከࡃᏑᅾしているྍ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡀた。 

ᮏㄪᰝにࡾࡼ、ð ᮌに྾཰ࡸࢀࡉすい஺᥮ែの放射性セシウムのᏑᅾ㔞のศᕸは、㖔㉁ᅵ

ተᒙではᇶᮏ的には放射性セシウムの⥲㔞のศᕸにつ定ࢀࡉているࡇとࡀ᫂࠿ࡽにࡗ࡞た。

௒後、ð ᮌ࡬の放射性セシウムの྾཰࣓ࢬࢽ࢝ムをゎ᫂するためには、ᅵተにᏑᅾするᶞᮌ

に྾཰ࡸࢀࡉすい放射性セシウムࡀᐇ㝿にᶞᮌに྾཰ࢀࡉているの࠿を᫂࠿ࡽにするᚲせ

 。る࠶ࡀ

 

ཧ⪃文献 
Manaka T, Imamura N, Kaneko S, Miura S, Furusawa H, Kanasashi T (2019) Six-year trends in 

exchangeable radiocesium in Fukushima forest soils. Journal of Environmental Radioactivity, 

203: 84–92. 
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図 7.2.-1� る、ᶞᮌ࿘㎶ࡅ࠾ギ林にࢫ 4 ᪉఩

のᅵተ୰にࡅ࠾る῝度ูの⥲㔞の Cs-

137 ⵳✚㔞 

図 7.2.-2� る、ᶞᮌ࿘㎶ࡅ࠾ギ林にࢫ 4 ᪉఩

のᅵተ୰にࡅ࠾る῝度ูの஺᥮ែの Cs-

137 ⵳✚㔞 
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図 7.2.-3� コࢼラ林にࡅ࠾る、ᶞᮌ࿘㎶ 4 ᪉

఩のᅵተ୰にࡅ࠾る῝度ูの⥲㔞の Cs-

137 ⵳✚㔞 

図 7.2.-4� コࢼラ林にࡅ࠾る、ᶞᮌ࿘㎶ 4 ᪉

఩のᅵተ୰にࡅ࠾る῝度ูの஺᥮ែの

Cs-137 ⵳✚㔞 
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7.3.� እᶞ⓶・ෆᶞ⓶ูの放射性セシウム濃度ㄪᰝ 

 

（㸯）┠的�  

ᶞ⓶は生ࡁた⣽⬊をྵ࡞ࡲいコルࢡ㉁のእᶞ⓶と生ࡁた⣽⬊をྵࡴෆᶞ⓶（ᖌ㒊）にศࡅ

⪄ると࡞␗ࡀ⛣௒後のởᰁ度の推ࡸእᶞ⓶とෆᶞ⓶では放射性セシウムのởᰁ経㊰、ࢀࡽ

ࡶ直᥋ỿ╔したࡽ࠿原発事故直後に大Ẽࡀる。እᶞ⓶୰の放射性セシウムは、大㒊ศࢀࡽ࠼

ので࠶ると⪃ࡑ、ࢀࡽ࠼の後は㞵にࡼるὙ⬺᭱ࡸእᶞ⓶の⬺ⴠにࡗࡼてῶᑡしているとண

᝿ࢀࡉる。一᪉でෆᶞ⓶୰の放射性セシウムは、᰿ࡽ࠿の㛗期的࡞྾཰ࡸ௚の㒊఩ࡽ࠿の㌿

ὶ࡝࡞に㉳ᅉすると⪃ࢀࡽ࠼、ởᰁ度の推⛣にࡘいてண᝿するࡇとࡀ㞴しい。ࡇࡑでᮏㄪᰝ

では、እᶞ⓶ཬࡧෆᶞ⓶にࡅ࠾る放射性セシウム（Cs-137）濃度を測定し、ࢀࡒࢀࡑの㛗期

的࡞変化ഴྥを᫂࠿ࡽにするࡇとを┠的とした。࠾࡞、༙ῶ期 2 年の Cs-134 は、㛗期的に

は放射⬟ởᰁ࡬のᐤ୚ࡀᑠࡉいࡇと、ࡲた Cs-137 とྜ⟬すると放射性セシウムのືែࡀ⌮

ゎし࡙࡞ࡃࡽるࡇとࡽ࠿、ᮏㄪᰝでは対㇟እとした。 

 

（㸰）ㄪᰝ᪉ἲ 

三ツ石ࢫギ（2012～2020 年度）、金山ࢫギ（2016～2020 年度）、大玉ࢫギ（2012～2016、

2018、2020 年度）、三ツ石ࣄノキ（2012～2020 年度）、三ツ石コࢼラ（2016～2020 年度）ཬ

マツ（2017～2020࢝㤋山アࡧ 年度）をㄪᰝ対㇟とした。2012～2015 年度は 2 個体、2016 年

度は 3 個体、2017～2020 年度は 6 個体（大玉ࢫギཬࡧ㤋山ア࢝マツは 3 個体）ࡽ࠿ヨᩱを

採取した。2012～2016 年度はࢵ࢝ターࢼイフとノ࣑を用いてᖿの⬚㧗㒊の⣙ 10 cm×10 cm×2

᪉ྥࡽ࠿እᶞ⓶とෆᶞ⓶をษࡾฟした。2017～2020 年度はヲ⣽ㄪᰝ I の成㛗㗹コアの採取

ᵝᘧにྜࡏࢃ、⣙ 3 cm×3 cm×4 ᪉ྥࡽ࠿እᶞ⓶とෆᶞ⓶を採取した。ヨᩱは࣑ࢧࣁで 5 mm×5 

mm ⛬度に⣽᩿して U-8 ᐜჾにワめ、75℃で 24 ᫬間௨ୖ஝⇱ࡏࡉて㔜㔞を測定した後、ࢤ

ルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾを用いて Cs-137 濃度を求めた。 

 

（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

እᶞ⓶の Cs-137 濃度は、඲てのㄪᰝ林ศでῶᑡഴྥࡀぢࢀࡽた（図 7.3.-1）。2012 年度に

モࢽタリンࢢを開ጞした三ツ石ࢫギ、大玉ࢫギཬࡧ三ツ石ࣄノキでは、2020 年度のእᶞ⓶

の Cs-137 濃度は 2012 年度の 2–3 ๭⛬度にῶᑡしてࡾ࠾、≀⌮的ῶ⾶で᝿定ࢀࡉるࡶࡾࡼ

大࡞ࡁῶᑡを示した。たࡔし 2017 年度㡭ࡽ࠿は、三ツ石ࣄノキࡸ三ツ石コࢼラでは、እᶞ

⓶の Cs-137 濃度のῶᑡ⋡は≀⌮的ῶ⾶とྠ⛬度でࡗ࠶た。ࡲた、2016 年度௨㝆にモࢽタリ

ンࢢを開ጞした金山ࢫギཬࡧ㤋山ア࢝マツでࡶ、እᶞ⓶の Cs-137 濃度は≀⌮的ῶ⾶とྠ⛬

度のῶᑡ⋡で推⛣している。 

ෆᶞ⓶の Cs-137 濃度は、三ツ石ࣄノキ௨እではᴫࡡ≀⌮的ῶ⾶とྠ⛬度にῶᑡした。た

ギのෆᶞ⓶のࢫし金山ࡔ C-137 濃度ࡀእᶞ⓶とྠ⛬度に㧗いのはὀ┠すࡁ࡭Ⅼで࠶る。ヲ

⣽ㄪᰝ I に࠾いて金山ࢫギの㎶ᮦཬࡧᚰᮦの Cs-137 濃度ࡀ 2011〜2017 年度㡭にࡅ࠿てቑຍ



57 
 

ഴྥでࡗ࠶たࡇとࡽ࠿、金山ࢫギでは Cs-137 の経᰿྾཰㔞ࡀከࡃ、ෆᶞ⓶の C-137 濃度ࡀ

ᮏㄪᰝ開ጞ௨๓の 2011～2015 年度の間にቑຍしていたのでは࡞い࠿と⪃ࢀࡽ࠼る。ྠᵝに

ヲ⣽ㄪᰝ I に࠾いて㎶ᮦཬࡧᚰᮦの Cs-137 濃度にቑຍഴྥࡀぢࢀࡽた三ツ石ࣄノキではෆ

ᶞ⓶の Cs-137 濃度でࡶቑຍഴྥࡀぢ2020、ࢀࡽ 年度は 2012 年度の⣙ 3 ಸにࡗ࡞た2017、ࡀ

年度௨㝆は㢌ᡴࡕに࠶ࡘࡘࡾ࡞る。 

� ௨ୖの࠺ࡼに、一㒊のㄪᰝ林ศでは 2016～2017 年度㡭ࡾࡼእᶞ⓶の Cs-137 濃度のୗࡆṆ

ෆᶞ⓶のࡸࡾࡲ Cs-137 濃度のୖࡆṆࡾࡲのഴྥࢀࡽࡳࡀጞめた。し࠿し、౫↛としてእᶞ

⓶の Cs-137 濃度ࡀ大ࡃࡁῶᑡしている林ศ（三ツ石ࢫギཬࡧ大玉ࢫギ）ࡸෆᶞ⓶の Cs-137

濃度のῶᑡࡀ☜ㄆで࡞ࡁい林ศ（三ツ石ࣄノキ）࠶ࡀるため、௒後ࡶ経年変化をὀどするᚲ

せ࠶ࡀる。 

 

 

図 7.3.-1� እᶞ⓶ཬࡧෆᶞ⓶にࡅ࠾る Cs-137 濃度の経年変化 
ᐇ線はᖹᆒ್、◚線はึᅇモࢽタリンࢢ年のᖹᆒ್ࡽ࠿の≀⌮的ῶ⾶を示す。 

Cs-137 の放射⬟はྛ採取年度の 9 月 1 ᪥をᇶ‽᪥としてῶ⾶⿵ṇした。 
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7.4.� ᳜᱂ᶞᮌにࡼる放射性セシウムの⛣⾜ཬࡧ྾཰ホ౯とࡑの࣓ࢬࢽ࢝ムゎᯒ 

 

� （㸯）┠的 

福島第一原発事故にࡾࡼ、ởᰁࢀࡉた林ᆅに新たに㠀ởᰁࣄノキⱑを᳜᱂し、⌧ᆅでの放

射性セシウムの経᰿྾཰の᭷↓と࢝リウム᪋⫧にࡼるࡑの⛣⾜྾཰のᢚไຠ果を検ウする

でに、ヨ㦂開ጞのࡲࢀࡇ。とを┠的としたࡇ 1 年後࢝ࡽ࠿リウム᪋⫧にࡼるⱑᮌの放射性セ

シウム྾཰のపῶຠ果ࡀㄆめ2、ࢀࡽ 年後のㄪᰝでࡶ᪋⫧のຠ果ࡀ⥅⥆してㄆめࢀࡽた。࢝

リウム᪋⫧はẖ年ヨ㦂開ጞ᫬（2014 年度はኟ、2015 年度௨㝆は春）に⾜ࡗてࡁたࡀ、ᐇ㝿

の放射性セシウム྾཰ᢚไ対⟇として、林ᆅ᪋⫧をẖ年⥅⥆するࡇとは⌧ᐇ的では࡞い。ࡑ

のᙳ㡪を検ドするため、2017࡬で、᪋⫧ຠ果のᣢ⥆性ࡇ 年度に一㒊の᪋⫧ࢵࣟࣉトに࠾い

て春の࢝リウム᪋⫧を୰Ṇし、成㛗にక࠺放射性セシウムの濃度変化࡝࡞に╔┠したㄪᰝ

を⥅⥆している。 

 

（㸰）ヨ㦂ᆅと᪉ἲ 

  福島┴ᕝෆᮧマリ山のᮧ᭷林をヨ㦂ᆅとした。2014 年 6～7 月に┴ෆ⏘のࣄノキ 3 年生ᐇ

生ⱑを⣙ 3,000 ᮏ/ha のᐦ度で᳜᱂した。ヨ㦂ᆅෆに 50 m×50 m のࢵࣟࣉトを 8 、タ⨨しࡘ

ࡕ࠺のࡑ 4 のࡾリウム᪋⫧༊、ṧ࢝トをࢵࣟࣉ 4 リウム᪋࢝。トを↓᪋⫧༊としたࢵࣟࣉ

⫧は 60㸣のሷ化࢝リウム⫧ᩱを 1 ᅇに࢝ࡁࡘリウム（K2O）として 100 kg/ha（K として 83 

kg/ha）と࡞る࠺ࡼに 2014 年 8 月、2015 年 4 月、2016 年 4 月、2017 年 4 月、2018 年 4 月、

2019 年 5 月、2020 年 4 月の計 7 ᅇ᪋⫧した。࢝リウム᪋⫧にࡼる放射性セシウム྾཰పῶ

ຠ果のᣢ⥆期間を᫂࠿ࡽにするために、2017 年ࡽ࠿᪋⫧༊ 4 ศの༙、ࡕ࠺トのࢵࣟࣉ 2 ࣉ

᪋⫧༊（⥅⥆༊）2、ࡕࢃ࡞リウム᪋⫧を୰Ṇした。す࢝トではࢵࣟ ト、᪋⫧୰᩿༊ࢵࣟࣉ

2 ト、↓᪋⫧༊ࢵࣟࣉ 4 た。ẖ年生⫱⤊஢後のࡗ࡞トとࢵࣟࣉ 10 月ୗ᪪ࡽ࠿⩣年の生⫱開

ጞ๓の 4 月の間に、ྛࢵࣟࣉトࡽ࠿ 5 ᮏのⱑᮌとࡑの近ഐのリターཬࡉ῝ࡧ 20 cm でのࡲ

ᅵተを採取した。ⱑᮌは㔪葉、ᖿཬࡧᯞ、᰿の 3 㒊఩（2017 年度ࡽ࠿は㔪葉、ᖿ、ᯞ、᰿

の 4 㒊఩）にศࡅて、ࡲたᅵተは 5 cm ごとの 4 ᒙ（ࡲたは 0-5 cm、5-10 cm、10-20 cm の 3

ᒙ）にศࡅて、஝⇱後放射性セシウム（Cs-137）の定㔞を⾜ࡗた。2019 年度は 10 月のྎ㢼

⿕ᐖのためㄪᰝᆅ࡬の㌴୧の฿㐩ࡀᅔ㞴とࡗ࡞たため、ヨᩱ㐠ᦙࡀᐜ᫆࡞㔪葉のࡳに㝈定

して採取を⾜ࡗた。2020 年度はࣄノキの成㛗にకい、᰿の᥀ࡾ取ࡾにࡼる個体඲体のヨᩱ

採取ࡀᅔ㞴とࡗ࡞たため、ྛ ࡽ࠿トࢵࣟࣉ 5 ᮏの個体を㑅ࢇで㔪葉を採取し、ࡑのࡕ࠺ 1 ᮏ

の個体を᰿元ࡽ࠿ษࡾಽして㔪葉、ᖿ、ᯞの 3 㒊఩にศࡅ、஝⇱後⛗㔞し、㔪葉にࡘいて放

射性セシウムの定㔞を⾜ࡗた。放射性セシウムはࢤルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾにࡼる࢞ンマ

線ࢡ࣌ࢫト࣓ࣟトリἲを用いて Cs-137 濃度を定㔞した。ࡲた、࢝リウム᪋⫧ࡧࡼ࠾᪋⫧୰

にするため࠿ࡽすᙳ㡪を᫂ࡰࡼ࠾リウム≧ែに࢝ᅵተのࡀ᩿ 2014～2018 年度に採取ࢀࡉた

ᅵተの஺᥮性࢝リウムྵ᭷㔞を測定した。 
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（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

᪋⫧༊、㠀᪋⫧༊、᪋⫧୰᩿༊の 3 ࠿のฎ⌮༊ごとに、㠀生⫱期間（ྛ年の生⫱⤊஢期ࡘ

で）に採取したⱑᮌ㔪葉の放射性セシウム（Cs-137）濃度を図ࡲ年の生⫱開ጞ期⩣ࡽ 7.4.-1

に示した。いࢀࡎのฎ⌮༊に࠾いてࡶ、඲体的࡞年変化ഴྥとしては、2014 年度ࡽ࠿ 2017

年度に採取した㔪葉の Cs-137 濃度はୖ᪼ഴྥにࡗ࠶た。2018 年度௨㝆は年にࡗࡼて್はୖ

ୗしたࡶのの、᫂☜࡞変化ഴྥはㄆめࡗ࠿࡞ࢀࡽた。ࡇのࡇとࡽ࠿、㔪葉の Cs-137 濃度は

ᖹ⾮≧ែに㐩し࠶ࡘࡘると⪃ࢀࡽ࠼るࡽࡉ、ࡀに数年は⥅⥆して濃度変化を㏣㊧するᚲせ

 。るࢀࡽ࠼⪄ると࠶ࡀ

ฎ⌮༊ごとの㔪葉の Cs-137 濃度変化をぢると、2020 年度の᪋⫧༊のᖹᆒ濃度は↓᪋⫧༊

に比࡭ると⣙ 10 ศの㸯でࡲࢀࡇ、ࡾ࠶でとྠᵝに࢝リウム᪋⫧にࡼる྾཰ᢚไຠ果のᣢ⥆

た。一᪉、2017ࢀࡉㄆ☜ࡀ 年度௨㝆᪋⫧を⾜ࡗ࠿࡞ࢃた᪋⫧୰᩿༊では、2017 年度௨㝆の

㔪葉 Cs-137 濃度᪼ୖࡀഴྥにࡾ࠶、ᖹᆒ濃度では᪋⫧༊ࡶࡾࡼ㧗ࡗ࠿たࡀ、↓᪋⫧༊と比

ると࡭ 2020 年度に࠾いてࡶ㔪葉の濃度は 5 ศの 1 と᫂࠿ࡽにపࡗ࠿た 

濃度での比㍑にຍ࠼、ྛ採取ᆅⅬのᅵተởᰁ⛬度のࡁࡘࡽࡤにࡼるᙳ㡪をᶆ‽化するた

め、ᣦᶆで࠶る㠃⛣⾜ಀ数（Tag）を求め検ウを⾜ࡗた（図 の結果、㔪葉のࡑ。（2-.7.4 Cs-137

濃度と㠃⛣⾜ಀ数はྠࡰ࡯ᵝのഴྥを示してࡾ࠾、᪋⫧୰᩿にࡼる㠃⛣⾜ಀ数のୖ᪼ࡶඹ

通してㄆめࢀࡽた。 

ᅵተの஺᥮性࢝リウムྵ᭷㔞にࡘいてࡳると、᪋⫧を⾜ࡗた᪋⫧༊ࡸ᪋⫧୰᩿༊で 2016

年度には࢝リウムྵ᭷㔞ࡀቑ࠼ていた。ࡑの後ࡶ᪋⫧༊では᪋⫧୰᩿༊ࡸ↓᪋⫧༊ࡶࡾࡼ

㧗い≧ែࡀ⥔ᣢࢀࡉていた（図 7.4.-3）。᪋⫧୰᩿༊は᪋⫧を୰᩿した 2017 年度に஺᥮性࢝

リウムྵ᭷㔞ࡀపୗし、᪋⫧༊ࡶࡾࡼపࡗ࡞ࡃたࡀ、↓᪋⫧༊ࡾࡼ㧗いレ࣋ルを⥔ᣢしてい

た。 

2017 年度ࡽ࠿、᪋⫧୰᩿༊で᪋⫧を୰Ṇしたࡇとࡽ࠿、放射性セシウムの྾཰ᢚไຠ果

㔪葉の、ࡾࡲᙅࡀ Cs-137 濃度ࡀቑ大するとண᝿した。ᐇ㝿には 2018 年度の᪋⫧୰᩿༊の㔪

葉の Cs-137 濃度は 2017 年度ࡸࡸࡾࡼῶᑡしたࡑ、ࡀの後はୖ᪼とῶᑡを⧞ࡾ㏉す࡝࡞、一

定のഴྥはࡗ࠿࡞ࢀࡽࡳた（図 7.4.-1）。᪋⫧୰᩿༊では、᪋⫧の୰᩿にࡾࡼ、（㸯）㔪葉の

Cs-137 濃度ࡀ᪋⫧༊ࡾࡼ㧗ࡗࡲたࡀ、↓᪋⫧༊ࡾࡼపࡃ、（㸰）ᅵተの஺᥮性࢝リウムྵ᭷

㔞ࡀ᪋⫧༊ࡾࡼపࡗ࠿たࡀ、↓᪋⫧༊ࡾࡼ㧗ࡗ࠿た。௨ୖの結果は、᪋⫧୰᩿༊では㐣ཤの

Ꮡᅾしたため、放射性セシウムࡃከࡀリウム࢝ࡾࡼᅵተ୰に↓᪋⫧༊ࡾࡼリウム᪋⫧に࢝

྾཰ᢚไຠ果は᪋⫧༊に比࡭ᙅࡗࡲたࡶのの、࠶る⛬度⥔ᣢࢀࡉたࡇとࡀ原ᅉの一ࡘと⪃

 。るࢀࡽ࠼

たࡔし、᪋⫧୰᩿後の Cs-137 濃度の変化は一定してࡲࢀࡇ、ࡎࡽ࠾での 4 年間の結果࠿

に⥅⥆して᪋⫧୰᩿のᙳ㡪をࡽࡉ、てࡗࡀとは㞴しい。したࡇ᪋⫧୰᩿のᙳ㡪をホ౯するࡽ

ㄪᰝするᚲせ࠶ࡀる。ࡲた、ð ᮌは஺᥮性࢝リウムࡅࡔでࡃ࡞、㠀஺᥮性࢝リウムࡶ฼用し

ていると⪃ࢀࡽ࠼るため、᪋⫧のຠ果をࡾࡼṇ☜にホ౯するためには㠀஺᥮性࢝リウムの

ᣲືࡸ、放射性セシウム྾཰ᢚไຠ果にࡰࡼ࠾す㠀஺᥮性࢝リウムのᙳ㡪にࡘいてࡶ検ウ
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図 7.4.-1� ᳜᱂後のࣄノキⱑ㔪葉のᖹᆒ Cs-137 濃度 

 

図 7.4.-2�  ノキⱑ㔪葉の㠃⛣⾜ಀ数(Tag)ࣄ

をຍ࠼るᚲせ࠶ࡀる。 
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図 7.4.-3� ᅵተ（0-5cm）のᖹᆒ஺᥮性࢝リウムྵ᭷㔞 

 

 

  




